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み
え
労
連
は
９
月
８
日
（
日
）
津
市
橋
南
公
民
館
で
第
31
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
１
年
間
の
総
括
と
次
年
度
の
活
動
方
針
を

決
定
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
15
の
組
織
・
地
域
か
ら
39
名
の
代
議
員
（
定
数
42
名
）
を
は
じ
め
70
名
余
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た

全
労
連
よ
り
黒
澤
幸
一
事
務
局
次
長
、
日
本
共
産
党
か
ら
岡
野
県
副
委
員
長
が
出
席
し
、
連
帯
と
激
励
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
大
会
で
は

17
名
の
代
議
員
が
発
言
し
、
最
後
に
２
０
１
９
年
度
方
針
案
ほ
か
提
案
さ
れ
た
議
案
を
満
場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
19
名
の
新
し
い
役

員
を
選
出
し
ま
し
た
。

み
え
労
連
第
31
回
定
期
大
会
を
開
催

２９市町に地域ユニオンを、８地域に地域労連を！ そして１万人みえ労連を！

代議員の

発言より

東
海
地
連
学
習
会
で
名
城
大
准
教
授
を
講

師
に
。
安
倍
政
権
は
法
人
税
を
下
げ
、
企
業

は
内
部
留
保
を
増
や
し
て
い
る
。
法
人
税
は

大
企
業
６
％
、
中
小
企
業
20
％
。
自
分
も
含

め
て
そ
の
こ

と
を
知
ら
な

い
人
は
多
い
。

知
ら
せ
な
い

と
い
け
な
い
。

水野さん

（生協労連）

臼
井
議
長
の
開
会
挨
拶
、
お
二
人
の
来
賓
挨
拶
を

受
け
て
、
高
岡
書
記
長
か
ら
総
括
と
方
針
、
会
計
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

《
方
針
の
要
旨
》

【
組
織
拡
大
】

・
１
万
人
み
え
労
連
を
め
ざ
し
ま
す
。

・
パ
ー
ト
労
働
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
。
取
り
組
み
を

通
じ
て
組
織
拡
大
を
進
め
ま
す
。

【
地
域
労
連
】

今
年
度
も
地
域
労
連
・
ユ
ニ
オ
ン
の
結
成
を
目
指
し

ま
す
。
単
産
と
地
域
労
連
が
連
携
し
て
こ
そ
力
が
発

揮
で
き
る
。

【
青
年
】

青
年
連
絡
会
が
復
活
し
ま
し
た
。
い
か
に
継
続
さ
せ

る
か
が
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
県
内
各
地
で
単

産
・
単
組
・
地
域
組
織
で
青
年
の
抜
擢
を
お
願
い
し

た
い
。

【
学
習
】

要
求
実
現
の
た
め
に
も
学
習
会
の
実
施
が
重
要
で
す
。

学
習
会
は
市
民
に
開
放
を
。

【
最
低
賃
金
】

最
賃
１
５
０
０
円
、
全
国
一
律
最
賃
を
め
ざ
し
ま
す
。

【
憲
法
】

第
12
回
憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
第
15
回
自
治
体
ア
ン
ケ
ー

ト
に
取
り
組
み
、
憲
法
を
守
り
い
か
す
共
同
を
広
げ

ま
す
。

【
会
計
】

正
規
が
減
っ
て

組
合
費
収
入
が

減
少
。
と
は
い

え
、
予
算
を
急

に
は
削
れ
ま
せ
ん
。
今
年
度
は
予
備
費
を
減

ら
し
ま
す
。

提
案
を
受
け
17
名
の
代
議
員
か
ら
活
発
な

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
下
、
各
代
議
員
の
発
言
を
、
写
真
と
共

に
紹
介
し
ま
す
。
（
順
不
同
）

単
産
と
地
域
労
連
の
連
携
で
未
来
を
開
こ
う
！

県
内
す
み
ず
み
に

組
合
員
を
増
や
し
、
安
定
し
た
組
合
財
政
を
確
立
し
よ
う
！

開会挨拶

みえ労連臼井議長

大
企
業
の
税
率
が
中
小
企
業
よ
り

低
い
な
ん
て

１
０
月
２
４
日
（
火
）

三
重
県
人
事
委
員
会
へ
の

要
請
・
交
渉

（保育現場）

新しく組合結成で

パワーアップ

一緒に対市交渉

（医療現場）

組合員１人から

７人に、

そして１９人に

（音楽療法士）

突然の職種変更

通知に

組合結成し裁判へ

「
熊
野
灘
そ
し
て
芦
浜
」
と
い
う
本
を
発

行
し
た
。
原
発
を
な
く
す
三
重
の
闘
い
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
買
っ
て
下
さ

い
。
中
電
は
浜
岡

原
発
を
再
稼
働
す

る
方
針
だ
。
芦
浜

の
膨
大
な
土
地
を

中
電
は
今
も
手
放

さ
な
い
。
油
断
は

出
来
な
い
。

鬼頭さん（東紀州）

原
発
な
く
す
三
重
の
闘
い
に
学
ぼ
う

伊藤さん

（鈴亀労連）

パ
ー
ト
の
給
料
改
善
を

た
ん
ぽ
ぽ
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
仕
事
を
し
て
い

る
。
職
場
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
。
そ
れ
を
も

と
に
賃
金
改
善
な
ど
要
望
。
10
月
か
ら
の
処
遇
改

善
制
度
を
使
っ
て
、
パ
ー
ト
さ
ん
の
給
料
ア
ッ
プ

が
出
来
な
い
か
会
社
に
申
し
入
れ
る
。

総括と方針の

提案

高岡書記長

ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
が
「
最
賃
が
も
う
少
し

高
け
れ
ば
子
ど
も
を
泣
か
せ
ず
に
済
ん
だ
」
と
・
・
・
。
最
低

賃
金
の
改
善
で
は
自
民
議
員
も
立
憲
議

員
も
全
労
連
集
会
に
参
加
。
非
正
規
労

働
問
題
で
は
同
一
労
働
同
一
賃
金
実
現

が
重
要
。
韓
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

が
、
政
権
と
の
闘
い
の
中
で
２
０
万
人

の
組
合
員
を
増
や
し
た
こ
と
に
学
ぼ
う
。

労
働
者
を
組
織
す
る
こ
と
が
今
こ
そ
求

め
ら
れ
て
い
る
。
仲
間
を
増
や
そ
う
！

来賓挨拶

全労連・黒澤さん

西
崎
さ
ん

（
三
重
国
公
）

人
員
削
減
が
既
定
の
路
線
。

正
規
を
減
ら
し
非
常
勤
職
員

を
増
や
し
て
き
た
。
労
働
強

化
に
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な

中
で
非
常
勤
職
員
の
夏
期
休

暇
を
勝
ち
と
っ
た
の
は
成
果
。

い
っ
ぽ
う
３
年
雇
い
止
め
の

危
険
も
。

全
厚
生
・
社
会
保
険
事
務

所
不
当
解
雇
撤
回
の
裁
判
は
、

青
森
を
残
し
、
負
け
て
い
る
。

不
当
決
定
に
抗
し
、
伊
賀
市

で
学
習
会
を
す
る
。

沢
村
さ
ん

（
全
厚
生
）

人
員
削
減
で
労
働
強
化

日
本
の
経
済
力
は
世
界
３
位
、
財
源
は
十
分
あ

る
。
最
低
保
障
年
金
制
度
を
基
礎
に
、
そ
の
上
に

掛
金
に
応
じ
て
上
乗
せ
す
る
２
階
建
て
年
金
制
度

を
提
案
し
て
い
る
。
年
金
問
題
は
、
年
金
者
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
。

年
金
を
よ
く
す
る
三

重
の
会
を
結
成
す
る
。

各
単
組
で
会
へ
の
加

入
検
討
を
。

年
金
を
よ
く
す
る
三
重
の
会
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
ま
す

辻井さん

（年金者組合）

私
立
聖
母
の
家
学
園
で
障
害
者
の
就
労
支
援
に
関
わ
っ
て

い
る
。
「
親
な
き
あ
と
」
が
合
い
言
葉
。
人
と
の
つ
な
が
り

を
求
め
、
芦
葉
弁
護
士
を
招
い
て
「
異
業
種
の
交
流
会
」
を
し
た
。
心
を

開
く
に
は
「
さ
し
す
せ
そ
」
が
大
切
。

「
さ
」
＝
さ
ー
す
が
、
「
し
」
＝
知
ら
な

か
っ
た
、
「
す
」
＝
す
ば
ら
し
い
、
「
せ
」

＝
セ
ン
ス
あ
り
ま
す
ね
、
「
そ
」
＝
そ
う

な
ん
で
す
ね
」
相
手
へ
の
共
感
、
こ
れ
が

一
番
む
ず
か
し
い
。

近藤さん

（聖母の家学園）

異
業
種
交
流
会
で
人
と
つ
な
が
る

要
請
書
を
手
渡
す

臼
井
議
長
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首長アンケートをもとに２９市町＆三重県と懇談
町長・副知事など出席し、働き方改革などで意見交換

青
山
里
会
で
音

楽
療
法
士
＝
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
ワ
ー

カ
ー
を
し
て
い
る
。

「
も
う
音
楽
の
仕
事
は
な
い
」
と
突
然
の

職
種
変
更
（
い
や
な
ら
退
職
）
を
求
め
ら

れ
た
が
、
納
得
で
き
ず
組
合
を
作
り
法
人

側
と
交
渉
。
は
が
き
ニ
ュ
ー
ス
を
５
０
余

の
全
職
場
に
送
り
、
支
援
を
訴
え
て
い
る
。

裁
判
所
に
も
申
し
立
て
た
。
音
楽
療
法
に

は
底
知
れ
な
い
パ
ワ
ー
が
あ
る
。
一
日
も

早
く
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
ワ
ー
カ
ー
と

し
て
働
き
た
い
。

保
育
無
償
化
自

体
は
い
い
こ
と
に

は
違
い
な
く
て
も
、

様
々
な
問
題
や
格

差
の
広
が
り
が
生
じ
る
。
こ
の
問
題
で
三
保

連
で
学
習
会
を
実
施
し
た
。

毎
年
対
市
交
渉
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

は
、
ぐ
み
の
木
分
会
だ
け
だ
っ
た
が
、
今
年

は
近
隣
に
福
保
労
の
新
し
い
組
合
が
出
来
た

の
で
、
い
っ
し
ょ
に
交
渉
で
き
る
。
協
力
し

て
要
求
を
実
現
し
た
い
。
11
月
の
給
食
セ
ミ

ナ
ー
（
伊
勢
市
）
も
是
非
成
功
さ
せ
た
い
。

医
療
全
国
研
究
集
会
の
ご
協
力
に
感
謝
。

た
だ
で
さ
え
医
師
・
看
護
師
不
足
な
の
に
、

こ
の
上
、
地
域
医
療
構
想
で
３
０
０
０
床

削
減
は
許
せ
な
い
。
医
療
崩
壊
が
起
き
る
。

介
護
現
場
は
給
料
が
１
０
万
円
低
い
。
運

動
強
化
の
た
め
に
三
重
医
労
連
に
も
専
従

を
置
く

こ
と
を

検
討
し

て
い
る
。

オ
ス
プ
レ
イ
の
飛

来
に
抗
議
し
た
。
自

衛
隊
は
ア
メ
リ
カ
の

い
い
な
り
。
明
野
へ

の
常
駐
化
な
ど
に
は

絶
対
反
対
だ
。

労
働
相
談
は
年
間
２
５
５
件
。

短
く
速
く
相
手
が
納
得
す
る
回

答
が
求
め
ら
れ
る
。

日
東
電
工
で
は
正
規
と
の
均

等
待
遇
を
求
め
て
昨
年
１
２
月

裁
判
に
踏
み
切
っ
た
。
支
援
す

る
会
に
加
入
を
。
長
い
闘
い
に

な
る
だ
ろ
う
が
、
必
ず
勝
利
し

た
い
。
ジ
ャ
パ
ン
レ
ン
タ
カ
ー

で
は
解
雇
を
撤
回
さ
せ
た
が
、

職
場
復
帰
し
た
ら
、
新
た
な
嫌

が
ら
せ
が
は
じ
ま
っ
た
。
こ
の

ま
ま
で
は
社
会
保
険
も
な
く
な

る
。
さ
っ
そ
く
団
体
交
渉
を
申

し
入
れ
た
。

池
田
さ
ん
（
南
勢
労
連
）

市川さん
（福保労）

井上さん

（青山里会）

市
立
四
日
市
病

院
に
は
医
師
事
務

作
業
補
職
員
６
０

人
が
働
い
て
い
る

が
、
会
計
年
度
職
員
制
度
で
処
遇
改
善
を
組

合
と
し
て
要
求
。
医
師
た
ち
も
賛
同
署
名
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
く
れ
た
。
こ
の
中
で

た
っ
た
１
人
か
ら
は
じ
ま
っ
た
組
合
が
７
名

に
、
そ
し
て
１
９
人
に
増
え
た
。
職
場
を
訪

問
す
る
と
笑
顔
で
迎
え
て
も
ら
え
る
、

井口さん

（自治労連）

組
合
員
１
人
か
ら
１
９
人
に

保
育
園
の
労
働
組
合
「
お
お
ば
こ
」
で
園
長
と
話
し

合
い
を
持
ち
、
労
働
条
件
改
善
で
成
果
。

保
育
無
償
化
は
給
食
費
の
徴
収
で
事
務
負
担
が
増
え

る
、
０
～
２
歳
は
無
料
に
な
ら
な
い
、
な
ど
問
題
が
多

い
。
川
口
弁
護
士
を
招
い

て
学
習
会
を
予
定
。

再
開
し
た
青
年
連
絡
会

は
、
面
白
い
活
動
を
工
夫

し
て
、
み
ん
な
で
元
気
に

な
り
た
い
。

問
題
多
い
保
育
無
償
化

中山さん

（北勢労連）

先
日
総
会

を
終
え
た
。

民
主
教
育
の

破
壊
が
す
す

む
。
英
語
教

育
・
学
力
テ

ス
ト
・
ス
タ
デ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
子
ど

も
も
教
員
も
苦
し
め
ら
れ
る
。
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
の
導
入
で
臨
時
教
職
員
の
待
遇

が
悪
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
非
常
勤
講
師

の
時
給
２
９
０
０
円
と
い
う
の
は
高
く
み
え

る
が
、
授
業
時
間
以
外
に
準
備
や
後
処
理
が

あ
る
の
で
、
決
し
て
高
く
な
い
。
県
教
委
交

渉
で
し
っ
か
り
要
求
し
た
い
。

鍋矢さん
（教育ネット）

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
で

待
遇
悪
化
を
懸
念

職
種
変
更
は
許
せ
な
い

新
し
い
労
組
と
一
緒
に
対
市
交
渉

伊
賀
名
張
ユ
ニ
オ
ン
は
、
個
人
加
盟
の
組
織
。
た
く
さ
ん

の
労
働
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
派
遣
社
員
の
給
料
が
手

取
り
1
万
円
し
か
な
い
と
い
う
話
も
。
根
拠
な
き
圧
力
を
受

け
て
い
る
と
の
訴
え
も
。
労
働
相
談
を
通
じ
て
組
合
員
が
８

名
増
え
た
。
様
々
な
課
題

ご
と
に
市
民
学
習
会
を
重

ね
た
り
、
餅
つ
き
や
青
年

ア
ン
ケ
ー
ト
の
高
校
門
前

宣
伝
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

釜井さん

（伊賀名張ユニオン）

派
遣
社
員
の
給
料
が
た
っ
た
一
万
円

オ
ス
プ
レ
イ
来
る
な
！藤井さん

（医労連）

こ
の
ま
ま
で
は
医
療
崩
壊

年
間
２
５
５
件
の

労
働
相
談

伊藤さん

（中勢地域労組）議長団 大川さん・中山さん

２０１９
憲法

キャラバン

み
え
労
連
の
２
０
１
９
憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
８
月
５
日
～

８
月
２
５
日
、
県
内
３
０
自
治
体
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
事
前
に

全
首
長
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
依
頼
し
、
そ
の
集
計
結
果
を
も
と
に

率
直
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
①
自
治
体
と
関
連
職
場
の
「
働
き

方
改
革
」
、
②
正
規
・
非
正
規
の
待
遇
差
改
善
、
③
入
管
法
、

④
新
た
な
広
域
連
携
、
⑤
憲
法
9
条
へ
の
自
衛
隊
明
記
、
等
で

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

●４月１日施行の改正「出入国管理及び難民認定法」について、自治体

の外国人労働者の把握状況を聞きました。「分からない」53%、「法に

従って働いていると思う」37％となりました。人口数では９６９０人・四日

市市、８６４０人・津市、８３６９人・鈴鹿市。

●日本は従来、単純労働者の受け入れを拒否しながら、技能実習生と

して裏口から受け入れてきました。特定技能制度も比較的単純な労働

者を受け入れるもので、数の増大により、医療・社会保障・生活問題・教

育など自治体の課題は増大します。

入
管
法
の
改
正

正
規
・
非
正
規
の
処
遇
改
善

●「正規・非正規の不合理な待遇差」の解消にむけては、「会計年度

任用職員制度」の整備にかかっているといえます。回答は、「対応で

きる」３自治体のみで、「検討中」１８、「その他」８。

●みえ労連が６月に自治体議会に要請した国への財源保障要請は、

御浜町、亀山市、多気町で決議されました。

憲
法
９
条

●「憲法９条への自衛隊明記」について、4人が明確に「優先課題でな

い」、1人が「改正すべき」と回答がありました。

●６市町の首長が「慎重審議」「９条の理念は堅持してほしい」「世界の

恒久平和の実現の観点から国民全体で論議」等と記述しています。
８月２５日 三重県副知事との懇談 三重県庁会議室


